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１．はじめに 

道路変状としての「陥没」は，ほとんど何の予兆もなく

突発的に発生するため，その発生メカニズムが明らかでな

いケースが多い．陥没発生箇所周辺の断裂線を描いた場合，

断裂交差点付近で「陥没」が発生していることを見出した．

今回は，令和3年8月豪雨後にγ線探査で検出した「断裂

交差点」付近で発生した陥没の事例と，古地図から推定さ

れる「断裂交差点」付近で発生している2016年博多駅前道

路陥没の事例を基に，「陥没」の発生メカニズムを考察した． 

２．断裂を検出するγ線探査 

地球上の岩盤には，自然由来の微弱な放射線（γ線・ガ

ンマ線）が放出されている．地殻変動に伴う破断・変形・

変質を受けた地質体（破砕帯・変形帯）では，その作用に

よって物質（地盤・岩盤）の磁性が変化し，γ線強度異常

値が生じると考えられる．地盤におけるγ線の強度をシン

チレーションサーベイメータによって，正常値と異常値の

境界を計測することで断裂帯の幅を10cmオーダーで特定

することができる．測定結果図では，γ線強度異常値を赤

色で示した． 

３．令和3年8月豪雨後に発生した陥没 

令和 3年 8月中旬の長雨後に，地すべり活動抑制工とし

て設置された排水施設において陥没（土砂流出）が発生し

た（図-1）．陥没箇所付近にNEおよびNW方向の断裂が推定

されたため，断裂分布を定量的に把握する目的でγ線探査

を実施した．γ線測定結果を図-2に示す．実施したF測線

では, 断裂 F-1（断裂幅：90cm，走向 N40°W）と断裂 F-2

（断裂幅：90cm，走向 N40°E）が確認された．「陥没した

排水施設」の位置を図-3に示す．「陥没した排水施設」は，

断裂F-1と断裂F-2が交差する位置にあたる．

図-1 排水施設で発生した陥没 

図-2 γ線測定結果（F測線） 

図-3 「陥没した排水施設」の位置と断裂分布 

４．2016年JR博多駅前で発生した道路陥没 

 2016 年 11 月 8日 JR博多駅前において，道路陥没事故が

発生した（図-4）． 

図-4 JR博多駅前で発生した道路陥没（2016年11月8日） 
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図-5に陥没が発生した付近の古地図（博多遺跡群調査区）

を示した．陥没地点は，12世紀代の海岸線（陸と海の境界

付近）上に位置する（海岸線は12世紀代の推定線）．図-6

では広域地質図に記載されている断層方向（北西方向）と，

古地図の海岸線方向（北東方向）に留意して，主断裂と共

役断裂を記入した．今回の道路陥没事故は，両断裂の交差

点付近で発生していると推定される．

図-5 陥没地点付近の古地図（海岸線は12世紀代の推定線）

図-6 古地図と地質図から推定される断裂交差点付近に位置する

道路陥没地点 

５．「陥没」の発生メカニズム 

災害発生箇所周辺の断裂線を描いた場合，断裂交差点付

近に災害（地すべり，斜面崩壊，ため池堤体崩壊等）が発

生している１）．前記の「陥没」も断裂交差点付近で起きて

いる．亀裂の交差部（断裂交差部）は透水性が高く，地下

水および物質の重要な移行経路となることが報告されてい

る２）（図-7上）．博多駅前陥没事故現場では，陥没前に「天

端付近の地山不良」と「切り羽の天端付近から異常な出水」

が確認されている．また，博多駅前陥没事故の後に実施さ

れた追加地質調査では，陥没地点に分布する地層は「亀裂

や破砕による脆弱部が点在する地層」とされている．これ

らの事象より，【陥没地点付近には断裂により地層が脆弱

化し，「断裂交差地点」付近では地下水経路（水みち）が形

成され，地下水流動によって土砂流出が起き「陥没」が発

生する】メカニズムが考えられる（図-7下）． 

図-7 亀裂交差部の地下水経路の形成2)（上）と断裂交差点で  

 の地下水流動（下） 
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